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若手教師の情緒的消耗感の実態調査
― 質的データ分析手法 SCAT を通して ―

山下　直哉・山崎　　茜

A Survey on Young Teachers’ Sense of Emotional Exhaustion
― Through the qualitative data analysis method, SCAT ―

Naoya YAMASHITA and Akane YAMASAKI

Abstract: This study aims to investigate the sense of emotional exhaustion of young teachers, who 
tend to burn out, and to discover the factors influencing it through qualitative research. Three young 
teachers participated in semi-structured interviews about the causes that emotionally drain teachers 
and the factors that reduce their feelings of emotional exhaustion. Their utterance were analyzed and 
put into theoretical descriptions using SCAT. The common features of the theoretical descriptions are 
as follows. First, “emotional exhaustion varies depending on the students and the classes they take 
charge of, and the characteristics of their tasks.” Second, “they feel emotional exhaustion when dealing 
with students’ problematic behaviors.” Third, “they cite social support from other teachers and staff 
members as a factor that reduces their emotional exhaustion.” Fourth, “they expect effective support 
for student guidance in their training programs.” These factors show the following. They all experience 
emotional exhaustion due to stress from their interactions with others although the quality and 
quantity of their stressors vary from person to person. They wish that there were training programs 
providing effective support for guiding students. To reduce the emotional exhaustion of young teachers, 
it is necessary to provide them with continuous social support in their daily duties.
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１ ．問題と目的

近年，教員の精神疾患による病気休職が大きな問題
となっている。文部科学省（2021）によると精神疾患
による休職者は令和２年度では5180人（全教職員の
0.56％）で人数は昨年度から減少しているものの，全
教職員に対する精神疾患による病気休職者の割合は，
ここ30年で５倍以上増加している。文部科学省（2013）
の委託調査結果によると教諭等のストレス要因として
強いストレスがあると回答した項目は生徒指導，事務
的な仕事，学習指導，業務の質，保護者への対応の順
に高い割合を示した。また教職員のメンタルヘルス不
調の背景の一つに「求められる業務の質の困難化」を
挙げ，生徒指導上の諸課題，保護者や地域との関係に
おいて，困難な対応が求められることがあり，教職員
個人が得てきた知識や経験だけでは十分に対応できな
いことがあると述べている（文部科学省，2013）。

田中・杉江・勝倉（2003）は教師ストレッサーを分
類すると９つに分類され，教師のストレスは多岐にわ

たる。川瀬（2013）は教師の仕事は授業以外の事務作
業を行うことや本来家庭が担うべき躾や指導を行うこ
と，さらに高い倫理性を求められることなど心理的負
担が大きいと述べている。新井（2007）は教師の仕事
の難しさをヒューマンサービス職のために数量化でき
ないこと，期待された評価が得られないこともあり，
達成感や自己肯定感が得られにくいことを挙げてい
る。久保・田尾（1991）は人間関係に起因するストレ
スの一つにバーンアウトを挙げ，近年ストレス研究の
中でも主要な位置を占めつつあると述べている。バー
ンアウトはヒューマンサービス職で多発しており（田
尾，1987），土居ら（1998）はヒューマンサービス職
を対象に調査するとバーンアウト状態は教師が一番高
かったと述べている。このような状況から教師のバー
ンアウトについて多くの研究が進められてきた（高
木・田中，2003；久保，2007；川瀬2013）。

バーンアウトとは Freudenberger（1974）がはじ
めて提唱した概念であり，医療ボランティアの現場で
援助者の異様な状態についての現象として用いた。
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Maslach，Jackson&Leiter（1996）は Maslach’s Burnout 
Inventory（以下 MBI）マニュアルを用いて，バーン
アウトを「情緒的消耗感」，「脱人格化」，「個人的達成
感の低下」の３つの症状から定義しており，MBI は
この３つをバーンアウトの下位因子で測定する尺度で
ある。日本でも田尾・久保（1997）が MBI を基に日
本語版バーンアウト尺度を作成した。MBI での情緒
的消耗感とは「仕事を通じて，情緒的に力を出し尽く
し，消耗してしまった状態」と定義されている。久保

（2007）は情緒的消耗感についてストレスの一般的な
自覚症状であるが，単なる消耗感ではなくこの消耗感
の主たる源が「情緒的な資源の枯渇」にあると考えて
いるため，「情緒的」という限定がついていると述べ
ており，３つの下位尺度のうち情緒的消耗感をバーン
アウトの主症状であると考えるのが，バーンアウトに
関わる研究者の一致した見方であると述べている。以
上のことより，情緒的消耗感はバーンアウトの主症状
であることが考えられる。そのため，本研究では情緒
的消耗感に焦点を当て，研究を進めていく。

教師のバーンアウト研究は1990年代に入り盛んに行
われるようになった。バーンアウトに影響を及ぼす要
因として「パーソナリティ（伊藤2000など）」や「自
己効力感（貝川・鈴木2006など）」，「ソーシャルサポー
ト（宮下2008など）」「同僚との人間関係（高木・田中
2003など）」など個人的要因と職場環境要因が挙げら
れている。加えて，久保田（2013）は保護者や子ども
の問題行動の増加と教師バーンアウトの関係性につい
て研究を行い，奥村ら（2019）は教師の長時間労働と
バーンアウトの関係性についての研究を行うなど現代
の教育課題と教師のバーンアウトについての研究も増
えている。

これまで数多くの教師のバーンアウト研究が行われ
てきたが，その多くはアンケート調査等による量的研
究であり，質的研究はあまり行われていない。落合

（2003）は教師バーンアウトに質的研究の必要性を挙
げており，質的研究が十分に行われ，それらの知見と
量的研究とが統合された時に，より確かな教師バーン
アウトの実像が明らかになると述べている。教師バー
ンアウトの質的研究として山田（2012）が30代と40代
の教師を対象に半構造化面接を実施し，インタビュー
内容の質的分析を行ったものがある。その結果，教師
のストレッサーとして児童・生徒や同僚，保護者など
の「対人」，授業や児童・生徒の対応，教師の理想像
との差などの「職務 / 役割」，リアリティショックや
過重な業務などの「職場環境」，行動の制限や家庭と
の両立しにくさなどの「私生活への影響」にカテゴリー
分けされ，各教師が経験するストレッサーの質や量に

は個人差があることが推察されている。
この個人差について教師のバーンアウトと勤務年数

の関係から検討した先行研究では，文部科学省（2021）
の「精神疾患による休職者の状況」のデータによれば，
精神疾患による休職者のうち，75.2％が所属校での勤
務年数「４年未満」のものである。また，中原ら（2015）
は経験年数６年目教師を対象にした調査で，初めての
異動を経験した教員のほうが異動を経験していない教
員よりバーンアウト（情緒的消耗感）の数値が高かっ
たことを示している。伊藤（2000）は若手教師がベテ
ラン教師より毎日の教育活動の中で悩みを抱えている
ことが多く，バーンアウトに陥りやすいと述べている。
これらの研究から初めて教育現場に赴く若手教師の
バーンアウトリスクが高いといえる。しかし，山田

（2012）は若手教師を対象として調査を行なっていな
いため，若手教師のストレッサーの特徴は質的分析か
ら推測した程度で十分な検討はされていない。

以上のことより本研究ではバーンアウトに陥りやす
いといわれる若手教師が感じている情緒的消耗感につ
いて調査し，どのような事象が教師の情緒的消耗感に
影響を与えるかを質的研究により検討することで，教
師バーンアウトにおける課題を明らかにすることを目
的とする。

２ ．実態調査

２.１　調査時期および対象者
2021年６月に X 県内の公立小・中学校に勤める教

員114名（男性55名，女性59名）を対象に情緒的消耗
感についてのアンケートを実施した（表１）。
２.２　調査内容

大学の教育心理学者１名と教職経験のある大学院生
２名，教育相談を学んでいる学部卒の大学院生２名の
協議をもとに選定した10項目（生徒指導・授業研究・
校務分掌・学級経営・保護者対応・部活動・事務処理・
行事などの活動・地域との関係形成・教職員との関係
形成）のうち情緒的消耗感を感じる上位３つを選んで
もらった。次に大学の教育心理学者１名と教職経験の
ある大学院生２名，教育相談を学んでいる学部卒の大
学院生２名の協議をもとに選定した生徒指導での情緒
的消耗感についての５項目「A 子どもが意欲的に授
業や活動に参加しないこと」「B 子どもが教師の指導
に従わないこと」「C 子ども同士のトラブルの指導を
すること（いじめも含む）」「D 不登校（登校しぶり）
の子どもへの対応をすること」「E 人間関係を形成す
るのが苦手な子どもへ支援すること」を４段階評価で
回答させた。
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２.３　結果と考察
小学校，中学校ともに「生徒指導」と「保護者対応」

を選ぶ教員の割合が高かった。「授業研究」や小学校
教師における「校務分掌」は経験年数を重ねることで
情緒的消耗感を覚える割合は低下している。また，４
人に１人は「教職員との関係形成」に情緒的消耗感を
覚えている。結果から分かるとおり，教職経験年数関
係なく対人関係で情緒的消耗感を強く覚えている。こ
れは新井（2007）が指摘していた仕事の難しさと同じ
結果であった。校種別にみると「生徒指導」において
小学校教師の方が中学校教師より生徒指導で情緒的消
耗感を覚えている。「保護者対応」において中学校教
師の「１～３年目」が情緒的消耗感を覚えている割合
が低いのは，中学校の保護者対応は学年対応や生徒指
導主事などを中心としたチーム対応を行うため，経験
年数の少ない教師の保護者対応については複数で対応
することが要因ではないかと考えられる。

生徒指導での情緒的消耗感については小中学校とも
に「A・B・C」の項目で情緒的消耗感を強く覚えた
教師の割合が高かった。校種別にみると，どの項目に
おいても小学校教師の方が中学校教師より情緒的消耗
感を強く覚えている。

アンケート結果により，教師は対人関係において情
緒的消耗感を覚えやすいことは先行研究と同様の見解
であった。教師の情緒的消耗感についてさらに実態を
調査，考察していく。

３ ．本調査

３.１　調査時期および調査対象校の実態
2021年７月に Y 市の Z 小学校の教師を対象とした

インタビュー調査を行った。Y 市は地方都市の一つで
地方都市の中でも精神疾患による病気休職者が比較的
多い都市である。Z 小学校は市内中心部にある小規模
校であり，Y 市の中で生徒指導困難校である。
３.２　対象者

Z 小学校の教師３名（A：教職経験２年目・男性，B：
教職経験７年目・女性，C：教職経験８年目・女性）
３.３　調査内容
「教師の情緒的消耗感を覚える要因と情緒的消耗感

を軽減させる要因」について半構造化面接を実施した。
インタビュー内容については，対象者の同意を得た上
で録音し，発話を書き起こした。
３.４　分析方法

インタビューで採取したデータを大谷（2008）が考
案 し た「 質 的 デ ー タ 分 析 手 法 SCAT（Step for 
Coding and Theorization）」を用いる。SCAT はイン
タビュー記録などの言語データをセグメント化して，
それぞれにコードを考案して付けていく４ステップ
コーディングと，そのテーマや構成概念を紡いでス
トーリーラインと理論を記述する手続きとからなる分
析方法である（大谷，2008）。

表１　小中学校に勤める教員を対象にした情緒的消耗感についてのアンケート結果
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４ ．結果

３人の理論記述から Z 小学校の教師が感じている
「教師の情緒的消耗感を覚える要因と情緒的消耗感を
軽減させる要因」を表２のように理論記述をまとめた。
大きなカテゴリーとして１）情緒的消耗感の変化，２）
生徒指導での情緒的消耗感，３）情緒的消耗感が軽減
する支援，４）研修に対する期待，の４つのカテゴリー
を抽出した。

３人の理論記述における共通性としては４つあり，
１つ目は「教師が情緒的消耗感を覚える内容は受けも
つ児童や学級，職務内容によって変化する」である。
２つ目は「児童の問題行動への対応に情緒的消耗感を
覚えている」である。また，３名中２名は，その問題
行動の要因として児童の学習意欲が関係していると考
えている。３つ目は「情緒的消耗感を軽減に繋がる要
因として教職員によるソーシャルサポートの提供を挙
げている」である。３名中２名は教職員のソーシャル
サポートが情緒的な安心感に繋がっていると考えてい
る。４つ目は「研修に期待する内容は児童への指導に
関して効果的な支援策を挙げている」である。以上の
共通性と個々の分析結果から見られた個別性を踏まえ
て考察していく。

５ ．考察

結果から得られた４つのカテゴリーについてそれぞ
れ考察していく。

１）情緒的消耗感の変化について，共通性として挙
げた「教師が情緒的消耗感を覚える内容は受けもつ児
童や学級，職務内容によって変化する」について，教
師 A の理論記述から前年度は問題行動による情緒的
消耗感を覚えていたが，調査時は授業研究について情
緒的消耗感を覚えている。また，教師 B の理論記述
から人事異動による教職員の人間関係の変化から仕事
効率の低下を挙げており，どちらも新井（2007）が述
べているヒューマンサービス業としての難しさから覚
える情緒的消耗感であり，情緒的消耗感を覚える内容
は変化しても人との関わりの中で生まれるストレスに
よって情緒的消耗感を覚えることが示唆された。また
教師 B は前年度まで育児休暇を３年間とっていたこ
ともあり，校務分掌の仕事に見通しがもてないことか
ら仕事量について情緒的消耗感を覚えているが，３年
間の人事異動による教職員間の変化が援助希求行動の
障壁になったのではないかと推察される。次に，教師
A と B が特に情緒的消耗感を覚える時期について長
期休暇明けを挙げている。これは，３）情緒的消耗感

が軽減する支援の教師 A と B の理論記述にある「仕
事の流れの把握による情緒的消耗感の軽減」と関係し
ていると考える。すなわち，長期休暇中はそうでない
時に比べて多忙さを感じづらいが，長期休暇明けは多
忙さが一気に戻ってくることで仕事の流れが把握でき
るまで，その多忙さに対して情緒的消耗感を強く感じ
るのではないかと考えられる。

２）生徒指導での情緒的消耗感については共通性と
して挙げた「児童の問題行動への対応に情緒的消耗感
を覚えている」について，児童の問題行動と学習意欲
の低さを挙げている。これは竹村（2007）においても，
教師が「減らしたい行動」上位２つと同様の結果となっ
た。また児童の問題行動と学習意欲の低さへの「教師
の対応」として「個別対応」が最も多いが，その対応
によって改善されたと感じている割合は少ない。また

「校内連携」や「他児への働きかけ」は非常に低い。
以上のことから，教師が児童の減らしたい行動に対す
る見立てや適切な手立てが分からないままに個別対応
を行うために，児童の行動は改善されず情緒的消耗感
を覚えるのではないだろうか。そのために若手教師に
対して児童生徒理解についての研修を実施し，教育の
専門家としての確かな力量を身につける必要があると
いえる。これは，教師 A や C の理論記述に挙がって
いる「計画通りに進まない授業」や教師 B の理論記
述に挙がっている「知識の乏しさ」に対しての支援策
にも繋がると考える。さらに，児童生徒理解について
の研修を実施し，教育の専門家としての確かな力量を
身につけることが，教師 B の３）情緒的消耗感が軽
減する支援の理論記述にある「指導することによって
生じる児童の肯定的変化を感じられる成功体験」が増
加することに繋がり，情緒的消耗感を軽減する支援策
にもなるのではないだろうか。

３）情緒的消耗感が軽減する支援については共通性
として挙げた「情緒的消耗感を軽減に繋がる要因とし
て教職員によるソーシャルサポートの提供を挙げてい
る」ことについてはソーシャルサポートが教師 A や
B の理論記述にある「安心感」や「安堵感」に繋がる
と考えられ，宮下（2008）谷口・田中（2011）の調査
結果である情緒的消耗感を軽減させるためにソーシャ
ル・サポートが有効であることが示唆された。また，
教師 A の理論記述からソーシャルサポートは研修な
どの短期的なものではなく，日常の職務の中で継続的
に提供していく必要性が示唆された。また山﨑（2012）
は20・30代の若手教師層の方が「ゆきづまり」を感じ
ている教師が多く，「ゆきづまり」の克服要因として「経
験豊かな先輩教師の励ましやアドバイス」が第１位で
あることから，ソーシャルサポートは情緒的消耗感の
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表２　Z 小学校教師に対する SCAT を用いた理論記述のまとめ
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軽減だけでなく，力量形成にも影響することが考えら
れる。

４）研修に対する期待に関し，共通性として「研修
に期待する内容は児童への指導に関して効果的な支援
策を挙げている」が挙がることについては，３名の教
師がともに児童の問題行動について情緒的消耗感を覚
えており，困り感を強く覚えているからだと考えられ
る。教師 B は教師間での情報共有する機会を求めて
おり，相談しやすい職場環境を求めていることが分か
る。これは３）で述べたように日常の職務の中で継続
的にソーシャルサポートを提供していく必要性がある
といえる。

６ ．成果と課題

成果としては，若手教師が情緒的消耗感を覚える内
容は山田（2012）の指摘通り，各教師が経験するスト
レッサーの質や量には個人差があるが，全て人との関
わりの中で生まれるストレスによって情緒的消耗感を
覚えることが示唆されたことにある。文部科学省

（2013）の調査の結果では事務的な仕事が強いストレ
スの要因として高い割合であったが，これも今回の理
論記述より，ソーシャルサポートの提供を充実させ，
職場のコミュニケーションが円滑に行うことができれ
ば，事務的な仕事に対しても効率よく行うことができ，
情緒的消耗感の軽減につながるのではないかと考える。

課題としては，若手教師の情緒的消耗感を軽減させ
るためのソーシャルサポートを充実させる方法の検証
が挙げられる。そのために現場への介入方法や児童へ
の指導に関して効果的な支援策を提供できる研修など
具体的な介入方法について，今後検討する余地がある。

また，今回の調査は小学校教師が対象であったため，
学級担任制である小学校教師の情緒的消耗感に影響を
及ぼす要因は考察できたが，教科担任制である中学校
教師の情緒的消耗感に影響を及ぼす要因については調
査できていない。今後は中学校教師の情緒的消耗感に
影響を及ぼす要因についても調査していきたい。
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